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ABSTRACT 
We conducted a questionnaire survey to reveal what were problems of parents of nursery 
school children and what they needed when their children were sick. These parents wanted 
the community to comprehend the present difficultly in combining parenting and working， 
to increase the number of day care room for the sick children， and to establish the support-
ing system making use of such day care rooms easily. (Accepted on June 15， 2001) 



























































日数の平均は， 14. 97:t 15 . 64日 (N=1534)であ
った. 1年以上在籍している子どもの病気欠席呂
数分布をみると， 4~10 日休んだ子どもが最も多
















保育所を休んだ日数 1) 園児数 % 
O 37 2.41 
1~3 212 13.82 
4~10 622 40.55 
11~20 362 23.60 
21~30 160 10.43 
31~40 66 4.30 
41~50 33 2.15 
51~60 18 1. 17 
61~90 16 1. 04 
91以上 8 0.52 





















6歳 (N= 215) 
9.75:t 8.65 
22.82土15.94
20. 96 :t 19. 26 
15. 74:t 17. 28 
14. 04:t15. 49 
11. 79土11.62


















































































1.子どもが病気の時の対処方法 人 % 
1 ) 保護者が仕事ーを休む 1071 6. 1 
親戚や知人にみてもらう 456 28. 1 
保育所に頼む 8 0.5 
ファミリーサポートセンターに依頼 5 0.3 
5 ) 病気の子どもを受け入れてくれる施設 24 1.5 
その他 57 3.5 
合計 1621 100 
2.子どもの病気による仕事継続困難性の認知
仕事やめたいと思ったことがある 738 45.6 
2 ) 仕事ーをやめたいと思ったことはない 879 54.4 
合計 1617 100 
3.病児，病後児保育制度の必要性
必要 1406 86.2 
不要 36 2.2 
3 ) どちらでもよい 120 7.4 
4 ) わからない 70 4.2 
合計 1632 100 
4.病児，病後児保育制度の利用
穣極的に利用したい 404 25 
2) 場合によっては利用したい 1009 62.3 
何とかで、きるので利用しなくてよい 163 10.1 
4 ) 利用したくない 43 2.6 
合計 1619 100 
5.病気時の対処方法の希望
仕事を休んで世話をしたい 1320 81.1 
親戚や知人にみてもらいたい 78 4.8 
3 ) 病児保育をしている施設でみてもらいたい 196 12 
その他 34 2.1 
合計 1628 100 
6.病後児の対処方法の希望
1 ) 仕事を休んで世話をしたい 439 27.1 
親戚や知人にみてもらいたい 322 19.9 
3 ) 病克保育をしている施設でみてもらいたい 825 50.9 
4) その他 36 2. 1 
合計 1622 100 
病児保育 187 
表5 各世帯の保育閤児数と病気時の保護者の認識の関係
各世帯の在籍園児数 1人 2人 3人 言十
病気時の対処方法
保護者が仕事を休む 765 275 27 1067 
親戚や知人にみてもらう 308 133 13 454 
3 ) 保育所に頼む 7 2 O 9 
ファミリーサポートセンターに依頼 3 2 O 5 
5 ) 病気の子どもを受け入れてくれる施設 13 10 24 
その他 46 9 2 57 
1142 431 43 1616 
仕事継続の困難性
χ2=5.447， df=2 1 ) やめたいと思ったことがある 503 216 16 735 
p<O.l 2 ) やめたいと思ったことはない 636 215 26 877 
1139 431 42 1612 
制度の必要性についての認識
必要 989 372 39 1400 
不要 27 6 3 36 
どちらでもよい 83 36 O 119 
わからない 50 20 O 70 
1149 434 42 1625 
制度利用の意思
積極的に利用したい 276 114 13 403 
2 ) 場合によっては利用したい 715 263 25 1003 
何とかできるので利用しなくてよい 119 40 4 163 
4 ) 利用したくない 26 16 1 43 
1136 433 43 1612 
病気持の対処希望
仕事を休んで世話をしたい 943 343 30 1316 
親戚や知人にみてもらいたい 55 17 4 76 
3 ) 病児保育をしている施設でみてもらいたい 128 59 8 195 
4 ) その他 21 12 34 
1147 431 43 1621 
病後時の対処希望
仕事を休んで世話をしたい 313 111 14 438 
親戚や知人にみてもらいたい 220 89 10 319 
病児保育をしている施設でみてもらいたい 581 223 18 822 
4 ) その他 26 9 36 









































































l 世帯毎の園児の休んだ日数 o ~9 1O~ 19 20~29 30~39 40~59 60~250 計
病気時の対処方法
1 ) 保護者が仕事を休む 392 262 186 110 75 46 1071 
2 ) 親戚や知人にみてもらう 157 121 68 42 31 37 456 
3 ) 保育所に頼む 5 2 2 O O 。 9 
ファミリーサポートセンターに依頼 2 2 O 。 5 
5 ) 病気の子どもを受け入れてくれる施設 9 5 3 3 24 
その他 26 12 6 5 5 3 57 
591 404 266 158 114 89 1622 
仕事継続の困難性
x2=35.874， 1) やめたいと思ったことがある 227 173 136 84 62 56 738 
df=5 2 ) やめたいと思ったことはない 361 233 128 74 51 32 879 
p<O.OI 588 406 264 158 113 8 1617 
制度の必要性についての認識
1 ) 必要 505 350 228 139 104 80 1406 
2 ) 不要 16 8 6 3 36 
3 ) どちらでもよい 48 30 18 12 6 6 120 
4 ) わからない 27 20 14 7 70 
596 408 266 159 114 89 1632 
制度利用の意思
x2=31. 07， 1 ) 積極的に利用したい 126 84 81 48 35 30 404 
df=5 2 ) 場合によっては利用したい 386 258 154 93 68 50 1009 
p<O.OI 3 ) 何とかできるので利用しなくてよい 62 54 2 10 9 6 163 
4 ) 利用したくない 17 9 6 7 3 43 
591 405 263 158 113 89 1619 
病気時の対処希望
x2=25.523， 1) 仕事を休んで世話をしたい 487 334 215 127 90 67 1320 
df=5 2 )親戚や知人にみてもらいたい 34 18 10 7 3 6 78 
p<0.05 3) 病~~保育をしている施設でみてもらいたい 68 47 32 21 13 15 196 
4 ) その他 7 9 8 2 8 O 34 
596 408 265 157 114 8 1628 
病後時の対処希望
1) 仕事を休んで世話をしたい 168 113 63 41 32 2 439 
2 ) 親戚や知人にみてもらいたい 126 91 4 2 18 21 322 
3 ) 病~保育をしている施設でみてもらいたい 285 192 153 93 60 42 825 
4) その他 13 9 5 2 3 4 36 









O~9 10~19 20~29 
ロ仕事やめたいと思ったことがある
白仕事をやめたいと思ったことはない










O~9 10~19 20~29 
際積様的に利用したい 1 1戸コ用したL j 回何とかできる{ で科用しなくてよい「
園利用したくない i 

































































































1)やめたいとdEっ 2 )やめたいと患っ 計
たことがある たことはない
病気時の対処方法
保護者が仕事を休む 498 569 1067 
親戚や知人にみてもらう 191 264 455 
保育所に頼む 5 4 9 
4 ) ファミリーサポートセンターに依頼 4 5 
5 ) 病気の子どもを受け入れてくれる施設 15 9 24 
その他 22 26 48 
735 873 1608 
制度の必要性についての認識
χ2=23.091， df=3 1 ) 必要 668 725 1393 
p<O.Ol 2 ) 不要 15 21 36 
どちらでもよい 35 83 118 
わからない 20 49 69 
738 878 1616 
制度利用の意思
χ2=65.235， df=3 1 ) 積極的に利用したい 239 162 401 
p<O.Ol 2 ) 場合によっては利用したい 435 565 1000 
何とかできるので利用しなくてよい 38 122 160 
利用したくない 16 26 42 
728 875 1603 
病気時の対処希望
仕事を休んで世話をしたい 604 708 1312 
親戚や知人にみてもらいたい 25 52 7 
3 ) 病児保育をしている施設でみてもらいたい 95 96 191 
その他 13 19 32 
737 875 1612 
病後時の対処希望
χ2=35.104， df=3 1 ) 仕事を休んで世話をしたい 185 253 438 
p<O.Ol 2 ) 親戚や知人にみてもらいたい 116 203 319 
病児保育をしている施設でみてもらいたい 424 391 815 
4 ) その他 7 27 34 
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